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8月 24日（金）

ひとしずく

23
日
は
二
十
四
節
気

の
一
つ
で
、
暑
さ
が

や
む
頃
と
さ
れ
る

「
処
暑
」。
先
日
夕
方

近
く
に
月
読
神
社
～

住
吉
神
社
の
あ
た
り

を
車
で
走
っ
て
い
る

と
、
「
カ
ナ
カ
ナ
カ

ナ
・
・
・
」
と
ヒ
グ
ラ
シ
＝
蜩

＝
が
鳴
く
声
が
聞
か
れ
た
▼
そ

の
声
の
乾
い
た
涼
し
さ
を
夕
方

に
聞
く
と
、
寂
寥
感
が
高
ま
り

「
秋
」
が
意
識
さ
れ
、
厳
し
い

残
暑
の
中
に
、
秋
め
い
た
涼
し

さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
赤
信
号
で

車
を
止
め
る
事
が
で
き
、
わ
ず

か
な
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
何

と
も
贅
沢
な
時
が
流
れ
た
よ
う

に
思
え
た
▼
「
蝉
の
鳴
き
声
の

中
で
も
っ
と
も
美
し
い
」
と
、

小
泉
八
雲
が
ヒ
グ
ラ
シ
に
つ
い

て
語
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
夕

焼
け
空
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な

り
、
一
層
ム
ー
ド
を
高
め
る
そ

の
鳴
き
声
が
、
表
す
微
妙
な
季

節
感
も
と
て
も
心
地
好
く
、
心

に
染
み
入
っ
て
来
る
よ
う
▼
１

カ
月
前
に
比
べ
て
お
よ
そ
30
分

間
日
の
入
り
が
早
く
な
っ
た
。

夜
に
な
る
と
キ
リ
ギ
リ
ス
や
コ

オ
ロ
ギ
な
の
か
、
虫
た
ち
の
鳴

き
声
が
、
気
づ
か
れ
な
い
よ
う

に
少
し
ず
つ
、
夜
風
の
涼
し
さ

や
次
の
季
節
を
運
ん
で
く
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
し
ば
ら

く
聞
き
入
っ
た
▼
先
日
は
、
仕

事
先
で
よ
く
合
う
男
性
と
、
牧

崎
へ
夕
陽
を
見
に
行
っ
た
帰
り

に
、
の
ぞ
い
た
岸
壁
で
出
会
っ

た
。
夜
釣
り
を
し
に
来
て
い
た

彼
は
、
最
近
は
こ
の
ポ
イ
ン
ト

で
好
結
果
を
出
し
て
い
る
と
語

り
、
３
０
㌢
は
優
に
超
え
、
よ

く
肥
え
て
う
ま
そ
う
な
イ
サ
キ

を
見
せ
て
く
れ
た
▼
い
よ
い
よ

次
の
シ
ー
ズ
ン
の
様
々
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
取
り
組
み
に
向
け
、

準
備
を
す
る
頃
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
趣
味
の
釣
り
も
―
。

３
氏
が
当
選

県
北
・
漁
調
委
選
挙

高
校
生
１
万
人
署
名
活
動

石
田
中
有
志
も
参
加

姉
妹
都
市
の
輪
広
が
る

本
市
と
諏
訪
市
な
ど
４
市
連
盟
で

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結

温暖化防止を PR
25 日、ダイエー店頭で

不戦、平和への誓い新た
壱岐から遺族の代表６人が参列
戦後 67 回目、全国戦没者追悼式

核兵器廃絶と平和な世界の実現を求める署名活動

　
県
北
部
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
の
一
般
選
挙
が
こ
の
ほ

ど
実
施
さ
れ
、
壱
岐
地
区
の
同

委
員
に
大
久
保
照
享
（
66
）、

西
寛
（
69
）、
浦
田
和
男
（
63
）

の
3
氏
が
当
選
し
た
。

　
市
は
15
日
、
姉
妹
都
市
の
長

野
県
諏
訪
市
を
は
じ
め
、
静
岡

県
伊
東
市
、
神
奈
川
県
秦
野
市

と
連
名
で
﹁
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
﹂

を
締
結
し
た
。

　
諏
訪
市
が
姉
妹
都
市
の
３
市

に
呼
び
か
け
て
実
現
。
同
日
、

諏
訪
市
で
開
か
れ
た
諏
訪
湖
祭

湖
上
花
火
大
会
に
、
各
市
の
関

係
者
を
招
待
す
る
の
に
合
わ
せ

て
同
市
内
の
ホ
テ
ル
で
調
印
式

を
開
い
た
。

　
諏
訪
市
は
１
９
９
５
年
、
伊

東
、
秦
野
両
市
と
災
害
時
の
応

援
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、
諏

訪
市
が
各
市
に
締
結
を
呼
び
掛

け
て
実
現
し
た
。
諏
訪
市
以
外

の
３
市
は
そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
都
市

関
係
に
な
い
が
、
４
市
の
連
名

で
締
結
す
る
こ
と
で
、
い
ず
れ

の
市
の
間
で
も
支
援
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
山
田
勝
文
諏
訪
市
長
は
昨
年

10
月
の
勝
本
町
、
聖
母
宮
大
祭

で
来
島
し
た
際
、
取
材
に
対
し

「
今
後
も
交
流
し
た
い
。
災
害
時

の
応
援
協
定
も
視
野
に
入
れ
た

い
」
と
の
意
思
を
示
し
て
い
た
。

　
協
定
書
は
、
災
害
対
策
基
本

法
で
規
定
さ
れ
る
大
雨
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
際
に
被
災
市
独

自
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
、

被
災
市
は
他
の
３
市
に
応
援
を

要
請
で
き
る
よ
う
定
め
た
。
要

請
を
受
け
た
市
は
生
活
必
要
物

資
の
提
供
や
救
護
、
救
助
に
必

要
な
車
両
の
提
供
、
職
員
の
派

遣
な
ど
を
極
力
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
応
援
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
年
１
回
、
地

域
防
災
計
画
な
ど
の
資
料
を
相

互
に
交
換
す
る
こ
と
や
平
常
時

か
ら
地
域
間
交
流
に
努
め
る
こ

と
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
調
印
式
に
出
席
し
た
中
原
康

壽
副
市
長
は
「
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
応
援

が
で
き
る
有
意
義
な
協
定
。
今

後
も
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
諏
訪
市
と
の
関
係
は
94
年
５

月
、
俳
人
・
河
合
曽
良
の
生
誕

の
地
終
焉
の
地
で
あ
る
こ
と
を

縁
に
旧
勝
本
町
と
友
好
都
市
を

締
結
。
壱
岐
市
合
併
後
の
05
年

10
月
は
姉
妹
都
市
と
し
て
再
締

結
し
、
友
好
を
深
め
て
い
る
。

　
市
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
協

議
会
（
鵜
瀬
守

会
長
）
主
催
の

「
い
き
の
し
ま

地
球
温
暖
化
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
明
日
25

日
午
前
10
時
か

ら
、
午
後
2
時

ま
で
、
芦
辺
町
、
ダ
イ
エ
ー
壱

岐
店
・
店
頭
で
行
う
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
同
協
議

会
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

増
加
傾
向
に
あ
る
民
生
（
家

庭
）
部
門
に
つ
い
て
、
排
出
量

の
抑
制
す
る
た
め
の
啓
発
、
普

及
活
動
と
し
て
催
さ
れ
る
。

　
当
日
は
▽
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
▽
先
着
50
世
帯
限
定
・
な

が
さ
き
節
電
コ
ン
テ
ス
ト
（
検

針
票
＝
何
月
分
で
も
可
＝
と
認

印
が
必
要
）
▽
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
展
示
▽
エ
コ
料
理
の
紹

介
▽
生
ご
み
堆
肥
化
・
ぼ
か
し

作
り
実
演
会
▽
環
境
学
習
お
も

ち
ゃ
の
展
示
▽
電
気
自
動
車
展

示
（
35
人
限
定
）
▽
オ
リ
ジ
ナ

ル
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
（
50
人
限

定
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
石
田
中
生
徒
有
志
14
人
は

８
月
８
日
～
12
日
、
ダ
イ
エ
ー

や
一
支
国
博
物
館
に
て
、
核

兵
器
廃
絶
と
平
和
な
世
界
の

実
現
を
求
め
る
署
名
活
動
を

行
っ
た
。

　
こ
の
署
名
活
動
は
、
有
志
の

生
徒
た
ち
が
校
長
先
生
と
話

し
合
い
許
可
を
得
て
実
施
、
壱

岐
か
ら
世
界
平
和
を
訴
え
て

い
る
。
　
　
　

　
ダ
イ
エ
ー
前
で
は
、
大
き
な

声
で
署
名
を
訴
え
る
中
学
生

に
賛
同
し
た
買
い
物
客
ら
が

署
名
、
５
日
間
で
６
２
８
人
分

が
集
ま
り
、
こ
れ
ら
の
署
名

は
高
校
生
平
和
大
使
（
高
校
生

１
万
人
署
名
活
動
実
行
委
員

会
）
に
託
さ
れ
、
19
日
に
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
と
旅
立
っ

た
。
　

　
リ
ー
ダ
ー
の
堀
江
華
乃
子
さ

ん
（
石
田
中
３
年
）
は
、
「
２

年
前
に
平
和
学
習
を
勉
強
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
中
学
生
の

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
た
時
、
署
名
活
動
な
ら

と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
個
人

情
報
の
問
題
で
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

署
名
は
だ
め
で
も
核
兵
器
廃
絶

や
世
界
平
和
を
ひ
と
り
で
も
多

く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
」
と
、
し
っ
か
り
と
し
た

口
調
で
語
っ
た
。

　
引
率
の
植
村
訓
子
教
諭
も
、

「
原
爆
を
体
験
し
た
人
た
ち
が

ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
現
状
で
、
こ
の
子
た
ち

が
被
爆
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
最
後
の
世
代
だ
と
思

う
。
『
微
力
だ
け
ど
無
力
で
は

な
い
』
と
い
う
言
葉
に
共
感

し
、
自
分
も
今
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
生
徒

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

　
高
校
生
１
万
人
署
名
活
動
実

行
委
員
会
の
発
表
で
は
、
今
回

過
去
最
多
の
15
万
３
４
０
人
分

が
集
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
２
０
１
２
年
、
第
67
回
目
の

「
終
戦
記
念
日
」
の
15
日
は
「
戦

没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
で
、
政
府
主
催
の
全
国
戦

没
者
追
悼
式
が
東
京
都
千
代
田

区
、
日
本
武
道
館
で
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
お
ご

そ
か
に
行
わ
れ
た
。
　
　

　
追
悼
式
に
は
、
本
市
か
ら
も

遺
族
を
代
表
し
て
石
田
町
・
米

倉
勉
さ
ん
、
米
倉
ミ
チ
子
さ

ん
、
山
下
安
行
さ
ん
、
芦
辺
町
・

白
川
七
郎
さ
ん
、
橋
本
政
春
さ

ん
、
郷
ノ
浦
町
・
前
川
忠
義
さ

ん
の
６
人
が
出
席
、
全
国
各
地

の
戦
没
者
遺
族
４
５
８
６
人
と

衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁
長
官

ら
各
界
の
代
表
者
ら
が
参
列
、

就
任
後
初
の
参
列
と
な
る
野
田

佳
彦
首
相
の
「
不
戦
の
誓
い
を

堅
持
し
、
国
際
平
和
の
実
現

を
不
断
に
追
及
し
て
い
く
こ
と

を
誓
う
」
な
ど
と
す
る
式
辞
の

後
、
正
午
か
ら
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、

全
世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
た
。

　
天
皇
陛
下
は
「
先
の
大
戦
に

お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い
命

を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々
と
そ

の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み

を
新
た
に
い
た
し
ま
す
。
こ
こ

に
歴
史
を
顧
み
、
戦
争
の
惨
禍

が
再
び
繰
り
返
さ
れ
な
い
こ
と

を
切
に
願
い
、
全
国
民
と
共

に
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ

た
人
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼

の
意
を
表
し
、
世
界
の
平
和
と

わ
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り

ま
す
」
な
ど
と
お
言
葉
を
述
べ

ら
れ
た
。

　
本
市
で
も
こ
の
日
は
正
午
の

時
報
に
合
わ
せ
、
各
職
場
や
家

庭
な
ど
で
１
分
間
の
黙
と
う
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
公
共
団

体
は
半
旗
に
す
る
な
ど
し
て
、

戦
没
者
の
御
霊
を
全
市
民
で
慰

め
、
今
世
紀
を
平
和
の
世
紀
と

す
る
た
め
、
新
た
め
て
不
戦
を

誓
っ
た
。

　
ま
た
、
今
夏
も
「
長
崎
原
爆

の
日
」
の
９
日
を
中
心
に
、
各

学
校
で
は
、
被
爆
者
を
招
い
た

平
和
学
習
な
ど
が
行
わ
れ
、
核

兵
器
の
廃
絶
、
不
戦
、
命
と
平

和
の
尊
さ
を
な
ど
学
ん
だ
。


